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１．今なぜ「なつかしい未来」か 

知識基盤社会は，①知識には国境が無く，グローバル化がいっそう進む，②知識は日進月歩であり，

競争と技術革新が絶え間なく生まれる，③知識の進展は旧来のパラダイムの転換を伴うことが多く，幅

広い知識と柔軟な思考力に基づく判断がいっそう重要になる，④性別や年齢を問わず参画することが促

進される，などの性格があるi。このような社会においては，自己の思考をより科学的なものへ再構成し，

自分なりに知識を構造化していく習慣や能力をもち，創造的に社会に参画する人物が求められる。 

ここでいう創造とは，人が問題を異質な情報群を組み合わせて統合して解決し，社会あるいは個人レ

ベルで，新しい価値を生むことであるii。つまり，従来の延長線上で解決策を考えているだけではなく，

より異質な情報群を視野に入れながら柔軟に見方を変えて様々な角度から考えて問題解決を行うこと

ができなければならないだろう。 

赤堀（2009）は，「温故知新」の発想に基づいた戦略で復活した企業の事例を紹介し，「古きもの」が

「ポストグローバル資本主義時代」の日本の在るべき姿を模索するうえで重要な役割を果たすと主張し

ているiii。実際，既に過去の事例や先人の知恵に学び，形を変えながら問題解決を図り新たな局面を切

り開いている事例は見られるようになっているiv。 

そこで，「なつかしい未来」を追究する社会科授業，すなわち，子どもたちが社会事象を柔軟にとら

えながら過去の事例や先人の知恵に学び，それを新しい社会の創造につなげていくような授業づくりを

めざしたいと考えた。 

 

２ 「なつかしい未来」を追究する授業づくりのために 

(1)意思決定型の授業づくり 

社会科の目標は，社会認識を通して市民（公民）的資質を育成することであると一般的に言われる。

鴛原（1999）は意思決定型の学習について，「21 世紀に向けて，社会の様子が激しく変化しているだけ

に，子どもたちは，それに関心をもち続け，絶えず事実

認識を繰り返すことが要請されることになる。このよう

な中で，社会科の最終的な目標としての「公民的資質」

を論じる際，「意思決定力」は，自己を「コミット」す

る学び，「社会参画」する学びを構築する，きわめて重

要な資質といえる。」vと述べている。 

これからの時代を生きる子どもたちが，実践的な判断

を生み出す必要性を感じ，実際にその機会を保障してい

くためには，意思決定型の授業の計画が求められる。意

思決定とは，判断を生成することに他ならない。 

フィンケ（1999）は，人間の創造のプロセスは，イメ
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ージを形成する生成段階とそれを解釈する探索・解釈段階の相互作用であり，そして，産出物や産出の

手続きに関する制約が生成段階，探索・解釈段階それぞれに作用する，というジェネプロアモデルを提

唱しているvi。人は当該事象にかかわる問題の解決策を考えようとする時，当該事象にかかわるある程

度の情報を保持することでそれが制約として働き，その制約に基づいてアイデアを生成したり，解釈を

行ったりする。そのようなプロセスを歩んで，より妥当な解決策を生み出すことができるとする。 

つまり，子どもの意思決定を迫る際には，扱う社会的事象を自己の問題としてひきつけさせておくこ

と，問題を考えうるだけの豊富な知識をもたせておくこと，そして，解決策を考えさせる問題が明確に

絞り込まれていることが必要になる。 

 

(2)子どもが柔軟に考え，認識の再構成を促すために 

稲垣（2007）は，子どもに自己の理解の不十分さを自覚させる方略として，既有の知識に反する事実

や情報を提示し「驚き」，「当惑」，「協調欠如」の喚起を引き起こすことが有効であるとしているvii。 

一方で，既有の知識に反する事実や情報を提示するだけでは変化を引き起こすだけの強力な動機付け

につながらない可能性も指摘している。新しい情報によって生み出された知識の不整合を無視したり，

局部的な修正で済ませてしまったりさせないためには，他の人と話し合いを行い相互交渉する機会を設

定する必要があるという。 

 人は他者とはたらきかけ合うなかで自らの考え・知識を構成していくviii。他者と相互に作用し合い，

協同活動する経験と過程の中で認識が成立されていく。とりわけ，似た立場で情報量の違いが小さい他

者に対しては，お互いの発言の審議や妥当性を吟味しながら話し合いが進むことになる。異論反論を許

容する自由な雰囲気の中で学習が展開されれば，効果的に認識を再構成させていくことができると考え

る。 

 そこで，今回の授業では，子どもを揺さぶりながら自己の不十分さを自覚させること，そして，子ど

もの相互作用を引き起こすため学習環境を工夫することに配慮したい。 
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 節分の２月３日。三原駅周辺の旧市街地を中心に，宮浦地域，宮沖地域に残る風習で，子どもたちが

「鬼の豆ください」といいながら商店を回り，お菓子をもらう和製ハロウィンとも言える行事である。 

1950－60 年代は，豆まきの残りの炒り豆を配るのが主流だった。近所の民家も商家も回るのが元々

の姿であったが，近年はお菓子をもらえる商店を中心に子どもたちが回るようになっている。 

商店にとっては，子どもたちをお客さん扱いにして，大勢来れば福が舞い込み商売繁盛につながるも

のと考えられている。実施している地域の商店側では，他にも「子どもの社会勉強だから」「ふるさと

三原を大切に思ってほしいから」と，さまざまな思いを持たれている。地域の伝統行事ということで，

例えお菓子屋ではなくてもお菓子を予め購入し，子どもたちに配ってくれている。 



「鬼の豆」の変化の背後には，都市化，生活の自動車化，共働き化，地域住民の高齢化など，社会の

変化があり，地縁コミュニティの変化とともに姿を変えてきていると言える。近年では，行事の意味を

解さない子どもや保護者のマナーの悪さや，増大し続ける金銭的負担などもかかわって，取り組みを辞

める商店も増えてきている現状がある。過去には，子どもが回る範囲も狭く限られていたため，近所の

顔なじみの範囲と一致していた。また，子どものおつかいも日常的で近隣の様子についてもよく知って

いたため，「鬼の豆」の日にも忙しい時間帯を避けて訪れるなど節度があったという声も多い。 

この行事のおこりは，上田茂さん（元市職員）が古老の聞き書きをして集めた情報によると，三原に

寺や大師堂が多いことと関係があるのではないかという。托鉢やお接待に応じる心根が，鬼の豆につな

がったのではないかというが，市史にも記述は見当たらず，実際のところははっきりしていない。 

 なお，広島市にも「鬼の豆」の風習が残っていたとの記録があるが，原爆によって地域コミュニティ

の歴史が途切れ，現在では行われていないというix。 

 

 

 

【「鬼の豆」が行われていた地域】 

 

（地図中の○囲み，「本校」の記述は筆者） 
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